
平
成
二
十
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年
五
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十
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出
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問
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一

九

一

号

人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対
す
る
支
援
及
び
教
育
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対
す
る
支
援
及
び
教
育
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
人
工
内
耳
」
と
は
、
聴
覚
関
連
の
神
経
を
音
の
代
わ
り
に
電
気
で
刺
激
し
、
脳
で
音
や
言
葉
の
感
覚
を
得
る
た
め
に
使
用

す
る
装
置
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
で
も
平
成
十
一
年
か
ら
輸
入
さ
れ
、
先
天
性
難
聴

の
幼
児
・
児
童
が
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
手
術
に
よ
り
装
用
す
る
事
例
が
増
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
人
工
内
耳
を

装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対
す
る
支
援
及
び
教
育
は
、
従
来
の
手
話
に
よ
る
教
育
と
は
異
な
る
手
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
の
体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
る
。
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て
以
下
四
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

全
国
に
二
十
四
か
所
設
け
ら
れ
て
い
る
難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
お
け
る
言
語
聴
覚
士
の
配
置
状
況
な
ど
、
人
工
内
耳
へ
の

対
応
・
取
り
組
み
の
現
状
を
伺
う
。

二

難
聴
幼
児
通
園
施
設
に
お
い
て
、
人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対
す
る
支
援
の
取
り
組
み
の
現
状
及
び
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

三

全
国
に
百
校
あ
る
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対
す
る
教
育
の
取
り
組
み
の

現
状
及
び
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

四

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
言
語
聴
覚
士
等
の
外
部
専
門
家
を
活
用
し
て
人
工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
聴
覚
障
害
児
に
対

一



す
る
指
導
方
法
等
の
改
善
を
進
め
る
国
の
取
り
組
み
の
現
状
及
び
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


